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1．緒　言
　省エネルギー基準（以下，省エネ基準）の制定後，住宅
の断熱・気密性能が向上したが，計画換気が伴わず空気汚
染物質が室内にこもりやすい状況となった．1990 年代以降，
シックハウス問題を契機に居住者の空気環境や臭気注 1）環境
に対する意識が高まり，改正建築基準法では機械換気の導
入が義務付けられ，計画換気の必要性が見直されている．
　住宅内では，建材等に含まれる化学物質や，調理，喫煙

などの生活行動に伴い二酸化炭素や有害ガスなどの空気汚
染物質が発生し，臭気もその一つである．空気質に対する
関心が高まる中，身近な臭気も不快要因となることが考えら
れる．住宅内の臭気環境に関する既往研究では，台所は臭
気が気になる場所であり，生ごみ臭や調理臭が気になる臭
気として挙げられている 1）．台所の臭気発生源と臭気評価の
実態把握 2）や，生ごみ臭の発生特性に関する研究 3）なども
進められてきたが，台所に比べて不快度が低い居間につい
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ては詳細な検討は少ない．しかし，居間は様々な生活行為
が行われる空間であり滞在時間も長く，臭気発生源が多く存
在する．また，筆者らは食事室 - 居間と一体のオープン型
台所では揚げ物調理臭が居間まで拡散することを明らかとし
ており 4），居間の快適性に影響を及ぼすことが懸念される．
室内の汚染空気の浄化手段としては換気が挙げられ，機械
換気の導入や居間に換気扇を設置する住宅も増加している
が，使用状況や効果は明らかとされていない．また，近年，
室内用の芳香消臭剤が多く開発され 5），臭気環境の改善方
法が変化していることも考えられる．
　筆者らは，室内空気環境と居住者の換気行動に関する実
態調査を行い，前報で調理時の換気行動および居住者の調
理臭に対する意識について検討した 6）．調理臭が居間に拡
散していると回答した居住者は多く，居間の臭気環境に影響
を及ぼすと考えられた．本報では，居間の臭気環境と居住
者の意識や臭気環境を改善するための行動について実態を
把握し，臭気環境に影響を及ぼす因子を明らかにすることを
目的とした注 2）．

2．調査概要
1）調査方法および調査対象
　調査Ⅰ～Ⅳまで，アンケート調査を 4 回実施した．調査
の概要を表 1 に示す．前報では，調査ⅠとⅡから調理臭環
境に関する検討を行ったが，本報では臭気全般を取り上げ
室内臭気環境に関する検討を行うこととし，これ以降は調査

Ⅱ～Ⅳの結果を中心に述べる．
　省エネ基準が制定された 1980 年以降に建築された断熱・
気密性能が高い住宅では，臭気が室内にこもりやすいと考え
られることから，調査ⅡとⅢでは，1980 年以降に建築され
た住宅を中心に配布した．対象とした北陸地域と関西地域
では夏期は共に蒸暑気候であるが，冬期は北陸地域の方が
低温環境となり積雪量も多い．住宅性能や住まい方が異な
ることが考えられたため，比較検討を行った．調査Ⅳは，新
潟県のみで配布した．調査対象者は，新潟大学と奈良女子
大学の学生および職員の家族から抽出し，調理作業や住居
管理に関わることが調査内容に含まれるため，家庭で主に家
事を行っている方に回答を依頼した．室内臭気環境や生活
行動については，アンケート配布時期の夏期〈調査Ⅱ〉，冬
期〈調査Ⅲ・Ⅳ〉の状態を回答してもらった．回答数は表 1
のとおりで，同じ調査項目を多く含む調査ⅡとⅢに共通する
回答者は 59 名にとどまった．調査ⅢにはⅡより建築年が古
い住宅が多く含まれたが，他の属性および生活行動（窓開
放頻度 , 換気扇使用頻度 , 臭気環境改善行動）や臭気強度
について調査Ⅱに共通する回答者とそれ以外の回答者で差
がないことが確認されたため，本報の季節による臭気環境や
生活行動の違いについての検討は，調査ⅡとⅢの結果を用
いた．今後は他の地域を含め回答者数を増やし，より詳細
な検討を行いたいと考える．
2）調査項目
　調査Ⅱ～Ⅳより，本報では①居間における臭気環境の実
態，②居間の臭気に対する居住者意識，③居間の臭気環境
に影響を及ぼす因子，④換気や臭気環境を改善するための
行動の実態とその効果について検討を行った．全ての調査
において住宅の種類，建築年数，コンロの種類，台所 - 食
事室 - 居間の構成や，対象者の基本的属性として年齢，家
族人数と家族構成等の項目も調査項目に加えた．
　臭気評価に用いた尺度を図 1 に示す．日本建築学会で提
案されている尺度 7）を参考に，臭気の強さについては 6 段
階臭気強度を用いた．また，本報では，室内臭気環境改善
として主に不快側の臭気を取り上げているため，5 段階不快
度尺度を用いた．なお，データの統計処理には統計ソフト
SPSS ver.18.0 を使用した．

表 1．アンケート調査の概要

図 1．臭気評価に用いた評価尺度
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3．結果および考察
1）調査対象者および対象住宅の基本的属性

（1）調査対象者の属性
　対象者および対象住宅の属性を表 2 に示す．回答者は主
に女性で，20 歳代以上の幅広い年代から回答が得られた．
6 割以上がパートタイム等を含む有職者であった．

（2）対象住宅の状況
　対象住宅は 6 割以上が木造戸建て住宅であった．省エネ
ルギー基準が定められた 1980 年以降に建築された住宅は
調査Ⅱでは全体の 9 割，調査Ⅲでは 8 割で，調査Ⅳでは 6

割以上が築 20 年以内に建築された住宅であった．
（3）居間 - 食事室 - 台所の構成
　調査ⅡとⅢでは 8 割以上，調査Ⅳでは半数程度が台所 -

食事室 - 居間一体型で，調査ⅡおよびⅢの 7 割以上がセミ
オープンまたはオープン型の台所であった．
2）室内臭気環境の実態

（1）居間および台所で感じる臭気強度と臭気の種類
　調査ⅡとⅢより，夏期と冬期の居間および台所における日
常的に感じる臭気強度と臭気に対する不快度を表 3 に示す．
夏期調査では北陸，関西ともに居間の臭気強度は台所より

表 2．対象者および対象住宅の属性
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低く平均臭気強度には有意差が認められたが，冬期調査で
は同程度であった．冬期居間においては関西より北陸の平
均臭気強度が高かった．季節差について，台所の臭気強度
は夏期の方が高く関西では有意差が認められたが，居間は
季節差がなかった．実住宅の居間 - 食事室で採取した空気
を持ち帰り実験室で嗅覚測定を行った既往研究では，夏期
よりも閉め切りがちな冬期の方が臭気濃度や臭気強度が高
かったという報告がある 8）．本調査の対象住宅においても，
4）で述べるとおり，夏期に窓の開放頻度が高く，冬期は閉

鎖的であったと考えられるが，居間の臭気強度に差はなかっ
た．本調査では居住者が日常的に感じる臭気環境の実態把
握を目的としているため，室内に長時間滞在し嗅覚疲労の
影響を受けた状態で 9）臭気強度の申告を行った居住者も多
いと考えられる．なお，嗅覚疲労の影響を受けていても約 8
割の住宅で臭いを感じていた．また，温熱環境の違いによ
り臭気の発生量や種類が異なることが考えられたため，日常
的に感じる臭気の種類を夏期と冬期に回答してもらった．そ
の結果を表 4 に示す．なお，季節差の検定については，回

表 3．室内臭気強度と不快度

表 4．日常的に感じる臭いの種類
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答者数が少ない項目もあるため，北陸と関西を合わせた結
果を用いた．既往研究において，居間では調理臭，生ごみ
臭，タバコ臭，建材臭などが多く挙げられ 10），本調査でも，
居間，台所ともに調理残臭が最も多く挙げられており，調理
臭は室内を拡散後残留して居間の臭気形成に強く影響すると
考えられた．また，生ごみ臭，排水口臭，建材・家具材臭，
屋外の臭いは夏期調査で，調理残臭，冷暖房臭は冬期調査
で多く挙げられ，臭気の種類に季節差がみられた．生ごみ
臭は高温多湿環境下で発生量が増加することが報告されて
おり 3），夏期の高温多湿により生ごみ臭や排水口臭は発生し
やすく，居住者の臭気強度に影響を及ぼしたと考える．一方，
閉め切りがちな冬期には室内で発生した調理臭や暖房臭が
こもりやすかったと考えられる．
　夏期に冷房臭を挙げた住宅（14 件）はエアコンを「よく
使用する」（10 件）「時々使用する」（4 件）住宅で使用頻
度が高かった．冬期の暖房について，エアコンと石油ストー
ブ / ファンヒータの使用状況と居間の臭気の種類として暖房
臭を挙げた割合の関係を図 2 に示す．石油ストーブ / ファン
ヒータを使用する 2 グループは暖房臭を挙げた割合が高く，
石油ストーブ / ファンヒータなどの開放型暖房器具の使用が
暖房臭の有無に影響すると考えられた．関西では A や C の
エアコン使用の割合が北陸よりやや高かったが，有意差は得
られなかった．

（2）居間および台所の臭気に対する不快度
　表 3 より，平均不快度はいずれも 1.0 未満であったが，
不快に感じている人は全体の 3 ～ 5 割程度みられた．臭気
強度と同様に台所，居間ともに冬期より夏期の不快度が高く，
台所については有意差が得られた．また，夏期では，台所
の臭気に対する不快度が居間より高く有意差が得られたが，
冬期は差がなかった．夏期の臭気の種類として多く挙げられ
ていた生ごみ臭や排水口臭は居住者にとって不快度が高い
ことが影響したと考えられる．冬期においては北陸の平均不
快度が関西に比べてわずかに高かったが有意差は得られな
かった．

　1990 年代に実施された既往研究では，「気になる臭いが
ある」と回答した割合は台所で約 35％，居間では 20%，こ
れらの部屋の臭いについて「少しだけいやな臭い」「いやな
臭い」「非常にいやな臭い」の回答を合わせると台所で全体
の 30％，居間では 15 ～ 20％程度であった 1）．本報では，
臭いがあると評価した居住者は台所，居間ともに約 8 割と多
く，不快度についても「やや不快」～「極端に不快」の割
合は本報の方が高かった．室内の臭気に関する居住者の関
心が高くなったことや，それにともない香りを付加するような
芳香消臭剤の設置率の上昇したこと 5）などが影響したと考え
る．また，オープン型の台所が増加したことや，高気密住宅
の増加など住宅性能や構造の変化も影響したと考えられる．
前報で 1980 年以前と 2000 年以降に建築された住宅では
住宅の気密性能が大きく異なることを示したように 6），既往
研究と本報では対象住宅の気密性能などが異なると考えられ
るが，本報では気密性能と臭気強度には関連性がみられな
かった．

（3）臭気の種類別評価
　ここまでに，居間で感じる臭気の発生源は様々で，混ざり
合って部屋の臭いを形成することが分かったが，調査Ⅳで
は，臭気の種類別に居住者の意識を検討した．各種臭気に
対する臭気強度，不快度の結果を図 3 に示す．調理時に発
生する臭気については，調理中に室内を漂う臭気を「調理
臭」，その後も室内に残留し，調理終了後の団らん時などに
も感じる臭気を「調理残臭」とした．部屋の臭いの平均臭
気強度は 0.9 で表 3 の居間の臭気強度より低かった（t 検
定 ,p<0.001）．対象住宅の気密性能や質問項目が異なるた
めと考える．部屋の臭いに比べて，調理臭，調理残臭，タ
バコ臭，冷暖房臭，ゴミ臭の平均臭気強度は高く，表 4 の
日常的に感じる臭気の種類と同様の傾向がみられた．ゴミ臭，
タバコ臭，調理残臭，冷暖房臭は部屋の臭いより不快度が
高く，カビ臭は臭気強度が低いにも関わらず不快度が高い
臭気であることが示唆された．
　これに関して，図 4 に臭気強度と不快感の関係を直線回

図 2．暖房器具の種類と暖房臭の有無の関係
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帰で示す．図 3 の平均臭気強度が部屋の臭いより高く1.0
以上のグループ，1.0 未満のグループ，調査Ⅱ・Ⅲの台所お
よび居間の臭気を合わせた部屋の臭いのグループに分けた．
既往研究では台所で発生する臭気について調理内容や調味
料の種類別に回帰直線を作成した例があり 2），臭気強度が
同程度の場合の不快度の感じ方の違いを検討するため本報
でも同様の方法を用いたが，図 3 の臭気強度や不快度が「0」
や「1」など低い側に偏っている臭気については，相関関係
が低かった．臭気強度が高い場合の不快度のデータが不足

しているため，今後も検討を続けたいと考える．
　回帰直線の傾きはカビ臭，ゴミ臭，タバコ臭，体臭で大き
く，臭気強度が同程度の場合も不快度に違いがみられること
が示された．調理臭や芳香消臭剤は傾きが小さく，不快度
が低かった．芳香消臭剤など一部の臭気については，居住
者は香りを好んで使用している場合も考えられる．発生源が
同じである調理臭と調理残臭について，調理臭に比べて調
理残臭の傾きが大きく，前報でも報告したとおり 6），調理終
了後も室内に残留した臭気は居住者にとって不快に感じやす
い傾向がみられた．部屋の臭いのグループは既往研究で示
されている厨房（台所）の臭気と同様の回帰直線であり 2），
部屋の臭いは調理残臭の回帰直線と非常に近いことが分か
った．
3）居住者が望む室内臭気環境
　居住者が好みの香りを漂わせて不快臭を緩和させること
や，香りそのものを楽しむことも考えられることから，調査Ⅳ
より，居住者が望む居間の臭気環境の内訳を図 5 に示す．
なお，ここでは，常に香りが存在する空間を「香りのある空
間」として，質問した．「香りのある空間にしたい」と回答し
た居住者は 2％なのに対し，「香りのない空間にしたい」は
29％で，「どちらかというと香りのない空間にしたい」と合わ
せ半数以上が香りのない空間を望んでいた．また，「不快な
においがしなければよい」も 35％で，不快臭を除去した状
態から無臭に近い状態を望む居住者が多いことが明らかとな
った．
　また，調査Ⅱより，生活の中でどのようなときに居間の臭
いが気になるかを聞いた結果を図 6 に示す．「部屋を閉め切
っているとき」は 71 件（45.5％）で最も多かった．「帰宅
後すぐ」や「入室後すぐ」「起床後すぐ」について，留守中
に窓等を閉め切り空気がこもっていることや，長時間室内に

図 3．臭気の種類別臭気強度，不快度

図 4．臭気強度と不快度の回帰直線
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滞在し嗅覚疲労の影響を受けた状態より臭いを感じやすいと
考える．「部屋を閉め切っているとき」は，嗅覚疲労を受け
やすい状況だが，調理などによって臭いが発生した直後は
室内にこもった臭いを感じやすく，閉め切っている部屋に入
室した直後にも臭いを感じやすいと考えられる．
4）室内の窓開閉および換気状況

（1）居間における窓開閉状況
　居間の臭気強度に影響を及ぼす因子の検討や臭気環境を
改善するための行動および効果の検討に先立ち，室内の換
気回数に大きく関わる窓開閉状況や換気扇使用状況を示す．
夏期および冬期調査の居間における窓開閉状況を図 7 に，
窓開放の目的を表 5 に示す．北陸地域，関西地域ともに季
節により窓開放状況には大きな差がみられ，両地域合わせ
た結果から有意差が得られた．関西地域で窓開放の実態把
握を行った既往研究でも，冬期の平均窓開放時間は夏期の
1/5 以下と短いことが報告されている 11）．また，夏期調査
では「よく開ける」と回答した割合は北陸地域で高く地域に
よる違いがみられたが，表 7 に示すようにエアコンの使用頻
度が関西地域で高かかったためと考える．

図 5．居住者の望む室内臭気環境

図 6．居間で臭いが気になるとき

図 7．居間における窓開閉状況

表 5．窓開放および換気扇稼働の目的
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　窓開放の目的について，夏期調査，冬期調査とも「風通
しをよくしたいとき」「掃除をしているとき」に窓を開放する
住宅が多く，夏期調査では「暑いとき」「室内の空気の汚れ
が気になったとき」「常に開けている」などの回答が冬期に
比べて多かった．冬期調査では約 3 割が「冷暖房時の換気
として」を挙げていた．既往研究では，対象住宅の約 8 割
で夏期には換気や涼を取ることを，冬期には換気や掃除のと
きが窓開放の理由として挙げられ，本調査結果と同様の傾
向が多くみられた 11）．本調査では，「室内のにおいが気にな
ったとき」も 4 割程度みられ，室内の臭気環境を改善するこ
とも窓開放の目的として認められた．

（2）食事室 - 居間における換気扇の使用状況
　居間における換気扇の設置率は全体の 3 ～ 6 割で，換
気扇の稼働頻度を図 8 に，換気扇稼働の目的については表
5 に示す．夏期調査では居間の換気扇設置率は北陸地域で
やや高くなっていたが，換気扇設置住宅での稼働状況につ
いては地域別，季節別の有意差は得られなかった．換気扇
設置住宅の 35 ～ 55％が「よく使用する」と回答していた．
換気扇稼動の目的は「台所以外の食事室や居間で調理をし
たとき」「台所で調理をしたとき」と同程度に「室内のにお
いが気になったとき」の回答が多く，全体の約 3 ～ 5 割の
住宅では臭気対策として換気扇が稼働されていた．いずれも
夏期に比べて冬期に多かった．「冷暖房時の換気として」稼
動する住宅は夏期より冬期調査で多く，2 割程度だった．な
お，機械換気システムの導入により「常に稼動させている」
との回答も約 3 割みられた．以上のことから，夏期は頻繁
に行う窓開けが室内の臭気や汚れの改善などの換気を兼ね
ているが，閉め切りがちな冬期には計画換気が重要と考えら
れる．
5）居間の室内臭気強度に影響を及ぼす因子の検討
　表 6 および表 7 に，居間の臭気に影響を及ぼすと考えら
れた因子を挙げ，地域ごとの回答の差について x2 検定を行
った結果と，居間の平均臭気強度の関係についてノンパラメ
トリック検定を行った結果を示す．平均臭気強度との関係に

ついては，地域別にした場合回答数が少ないカテゴリがみら
れたため，全体の結果を用いた．
　属性や生活行動の地域別の違いについて，夏期調査で
は「職業」「台所の形態」「食事室 - 居間の構成」「居間の
広さ」などに有意差が得られ，北陸地域の方が居間が台所
や食事室と分離している住宅が多かった．「居間での調理頻
度」は関西地域で高く，居間が食事室や台所と一体型や隣
接する住宅が多いためと考えられる．生活行動については図
7 に示したように，「喫煙者の有無」「窓開放頻度」や「エア
コンの使用頻度」に違いがみられ，図 8 で示したように「居
間換気扇の稼働状況」についても換気扇設置率に違いがあ
った．冬期においては「住宅形式」「掃除頻度」と，「洗濯
物の室内干し頻度」に違いがみられ冬期の気候特性の影響
と考えられた．暖房器具の使用に関しては，既往研究にお
いて，北陸地域では開放型暖房器具の使用率が高いこと 12）

や，関西地域では開放型暖房器具よりもエアコン等の使用
率が高いことが報告されている 13，14）．本調査でも図 2 に示
すように同様の傾向がみられた．ガスストーブ / ファンヒータ
と合わせた場合の開放型暖房器具の使用率については有意
差が得られなかったが，石油ストーブ / ファンヒータの使用
率は北陸地域で有意に高かった（北陸 54.2%/ 関西 32.9%, 
x2 検定，p<0.05）．夏期，冬期ともに「窓ガラスとサッシの
種類」について，複層ガラスや断熱サッシなどの利用率は
北陸地域が高かった．
　属性や生活行動と平均臭気強度との関係について，夏期
調査では，「回答者性別」，「建築年」，「ペットの飼育状況」，

「居間での調理頻度」と，冬期調査では「除湿機の使用状
況」と表 3 に示したように「地域」で有意差が得られた．臭
気環境改善行動の内容については，6）で詳細を述べるが，
夏期調査では「芳香消臭剤の使用」，「植物を置く」，冬期
調査では「炭を置く」，「芳香消臭剤の使用」で有意差が得
られた．
　居間の臭気強度について，夏期調査では男性の方が女
性に比べて高かった．フルタイムで働いている割合が女性

図 8．居間における換気扇稼働状況
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（29％）に比べて高い男性（83％）の方が，日中に自宅
に居ないため嗅覚疲労の影響を受けにくく，臭気強度を高く
回答したと考えられるが，冬期調査においては差がみられな
かった．既往研究では住管理意識から女性の方が自宅の臭
気を感じやすいと報告されており 15），本調査では回答者の
性別に偏りがあることから室内臭気環境に対する男女の意識
の差についてはさらに検討が必要と考える．
　建築年との関係について，夏期調査では 1980 年代に建
築された住宅で最も平均臭気強度が高かったが，建築年が
より古い住宅が含まれる冬期調査では，1990 年代に建築さ
れた住宅の平均臭気強度が高く，それ以前の住宅では低い
値となっていた．夏期調査，冬期調査ともに 2000 年代に建
築された住宅で平均臭気強度が低いことは共通していた．居
間の臭気を採取して被験者評価を行った既往研究において
も，築 5 ～ 10 年程度の住宅ではそれ以前に建築された住

宅よりも臭気濃度が低い傾向がみられたとの報告があり 8），
2000 年代に建築された住宅で平均臭気強度が低かったの
は，室内への臭気の染み付きが少なかったためと考えられ
た．機械換気システムを導入する住宅の 90％以上が 2000
年以降に建築された住宅であり，機械換気による効果も考え
られたため，2000 年以降に建築された住宅を対象に機械
換気システムの稼働状況と平均臭気強度の関係について検
討した結果を図 9 に示す．前報では夏期調査結果より，常
に稼働している住宅としていない住宅で差がみられたが 6），
冬期調査結果では差がみられなかった．
　生活行動との関係について，ペットの飼育，居間での調
理頻度が高い住宅，有意差は得られなかったが喫煙者がい
る住宅（夏期調査）で居間の平均臭気強度が高く，臭気発
生源の持込の影響がみられた．
　表 3 より，冬期調査では北陸地域が関西地域に比べて平

表 6．回答者および住宅の属性と居間平均臭気強度の関係
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均臭気強度が高い結果が示されたが，洗濯物の室内干し頻
度や開放型暖房器具の使用状況など生活行動の違いが影響
したと考えられる．表 7 では有意差は得られなかったものの，
開放型暖房器具の使用住宅は不使用住宅より，洗濯物の室
内干し頻度が高い住宅は低い住宅よりも平均臭気強度が高
かった．開放型暖房器具の使用については，暖房臭の有無
と関係することは既に述べたとおりであり，洗濯物の室内干
しについては，既往研究において洗濯物に残存した皮脂や
タンパク質が分解し部屋干し臭が発生することが報告されて
いる 16）．冬期調査では，除湿機使用住宅と不使用住宅で平
均臭気強度に有意差が得られ，全体の 19.4％である除湿機図 9．冬期機械換気システムと臭気強度の関係

表 7．居住者の行動と居間平均臭気強度の関係
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使用住宅は室内の空気環境への関心が高いことや，除湿機
使用住宅の 6 割で開放型暖房器具を使用，約 8 割で洗濯物
を室内に「ほぼ毎日干す」「2 ～３日に 1 回干す」ことと関
係したと考えられる．
　また，気密性が高い住宅では調理時に発生する臭気によ
り居間周辺の臭気が上昇しやすいことが報告されている 17）

が，前述のとおり窓およびサッシの種類として断熱気密性能
を高める工夫がされている住宅の割合は北陸地域の方が高
かった．冬期は特に閉め切りがちであることから気密性能の
違いも影響したと考えられたが，表 6 より，窓ガラスやサッ
シの種類と臭気強度との関連性はみられなかった．居住者
による気密性能の評価結果より，「普通」「とても悪い・悪い」
住宅は「とても良い・良い」と評価された住宅に比べてわず
かに平均臭気強度が高く，本調査では住宅の気密性能と室
内臭気のこもりやすさの関係はみられず，高気密住宅では計
画換気が導入されていることも考えられたが，図 9 より機械
換気導入の有無についても室内臭気強度との関係性がみら
れなかった．なお，本調査では表 6 および表 7 に示すよう
に臭気強度との関連性がみられた項目が少なく，換気扇の
稼動頻度や気密性能などの一部の項目について，居住者の
主観的な評価の結果を用いていることが影響したと考えられ
る．換気量や換気時間などの把握と違い，主観的な評価で
は居住者によって多い・少ないなどの感じ方が統一されてい
ないことも考えられるので，実測調査などにより今後検討を
加えたいと考える．
　臭気環境改善行動については，「芳香消臭剤を使用」して
いる住宅や「植物を置く」と回答した住宅で平均臭気強度
が有意に高かったが，臭気環境を改善するために香りの付
加された芳香消臭剤を使用していることや，植物自体の香り
が影響したと考えられる．しかし，香りの影響は少ないと考
えられる「炭を置く」と回答した居住者についても置いてい
ない住宅に比べて平均臭気強度は高く，芳香消臭剤等を併
用していること，他の生活行動などの影響を受けていること，
実施している居住者はしていない居住者に比べて室内臭気
に対する意識が高いために臭気強度が高くなったことが考え
られた．また，もともと臭気強度が高く，気になったために
芳香消臭剤の使用や炭を設置するようになったことも考えら
れたため，居間の臭気の発生源として喫煙やペット飼育状況
との関係について検討したところ，夏期調査ではペットを飼
育している住宅（設置率 43.2％）は飼育していない住宅（設
置率 19.5％）に比べて炭の設置率が高かったが（x2 検定，
p<0.01），喫煙率や芳香消臭剤については関連がみられず，
居間の臭気強度と臭気環境改善行動の関係については引き
続き検討が必要と考える．
　ここまで，居間臭気強度と個々の項目との関連性について
検討してきたが，実際には様々な要因が影響し合っているこ

とが考えられる．そこで，居間臭気強度を決定づける要因の
把握のため，数量化Ⅰ類を用いた多変量解析を行った．表
6 および表 7 に示した全項目の中から，項目同士の相関関
係が高いものが含まれている場合にはその一方だけを用い
ることとし，さらに変数増減法により選択された項目を説明
変数として分析を行った．
　結果は図 10 に示すとおりで，アイテムごとの影響度の大
きさを示すレンジ値について，夏期には「洗濯物の室内干
し頻度」，「喫煙者の状況」が最も高く，「居間換気扇稼動頻度」，

「居間での調理頻度」の順であった．居間の臭気強度には
臭気発生源の持込の影響が大きく，次いで換気扇稼動状況
が影響していると考えられた．なお，臭気発生源の持込頻
度が高い住宅は臭気強度の上昇側へ，居間に換気扇が設置
されている住宅のうち稼動頻度が高い住宅は低い住宅よりも
臭気強度の低下側に影響していた．回答者の「性別」，「芳
香消臭剤の使用」については，先の 4 項目に比べ影響度が
小さかった．
　冬期には，「芳香消臭剤の使用」のレンジ値が最も高く，
回答者の「職業」，「居間換気扇稼動頻度」，「スプレー型芳
香消臭剤の使用」の順となっていた．閉め切りがちとなる冬
期には，室内に設置した芳香消臭剤が臭気強度上昇側に大
きく影響することや臭気を気にする住宅で使用されているこ
とが分かった．職業について，表 6 より有意差は得られな
かったが，フルタイムはパート・アルバイトや主婦に比べて
臭気強度が高い傾向がみられ，自宅にいる時間が短い場合
は嗅覚疲労の影響を受けにくいこと，外出中に閉め切りがち
となることが影響したと考えられた．また，掃除頻度につい
て，以下のような違いがみられた．掃除頻度が「週に 1 回
以下」の住宅はフルタイムで 6 割程度に対し，アルバイト・
パートタイムおよび主婦は「ほぼ毎日」が約 4 ～ 5 割，「2
～ 3 日に 1 回」と合わせると 9 割程度を占め，フルタイム
に比べて掃除頻度が高かった．臭気や汚れ成分の拭き取り
や，表 5 より掃除のときには窓を開放する住宅が多く，臭
気強度低減効果があったと考えられ，「居間換気扇稼動頻度」

「窓開放頻度」と合わせて，「芳香消臭剤の使用」に次いで
影響の大きさが示された．さらに，「開放型暖房器具の使用」，

「除湿機の使用」などの生活行動も同程度に臭気強度に影
響していた．なお，冬期調査では，夏期調査で影響度が大
きかった居間での調理頻度をたずねていないが，閉め切り
がちとなる冬期には調理臭は室内にこもりやすく影響度は大
きいと推測される．
6）臭気環境の改善行動とその効果

（1）臭気環境改善のための行動
　換気扇稼動や窓開放の目的の一つに，室内の臭気対策が
含まれることは既に述べたが，調査Ⅲより換気以外の居間の
臭気環境を改善するための行動を図 11 に示す．全体の 67
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％が何らかの臭気対策を行っており，「こまめに掃除や洗濯
をする」が全体の 27％で最も多かった．「芳香消臭剤の設
置」率は 14％で，既往研究の 10％よりわずかに高く1），「ス
プレー型芳香消臭剤の使用」と合わせると 27％で，室内用
芳香消臭剤の使用が増加したと考えられる．空気清浄機の

使用率も高かった．年齢別にみた場合に，20 代では「こま
めに掃除や洗濯をする」や「芳香消臭剤の設置」が多く，「炭
の設置」や「スプレー型芳香消臭剤の使用」は年齢の上昇
に伴い使用率が高かった．「芳香消臭剤の使用」と「スプレ
ー型芳香消臭剤の使用」を両方行っている住宅は 1 件で，
どちらか一方のみの使用が多かった．「空気清浄機の設置」
は 30 ～ 50 代，「植物を置く」は 40 代以上で多く，年齢に
よる違いがみられた．

（2）臭気環境の改善行動の効果
　調査Ⅳでは，臭気環境を改善するためのより具体的な行
動内容と居住者自身が感じる効果を回答してもらった．結果
を図 12 に示す．「気になるときに窓を開ける」の実施率が
最も高く，換気扇使用，掃除，スプレー型芳香消臭剤の使
用は気になるときに行う居住者が 4 割以上で多かった．
　臭気環境の改善行動について，効果がある側の申告が多
かったが，空気清浄機は常に使用する居住者の方が時々使

図 10．数量化Ⅰ類による居間の臭気強度に及ぼす要因の分析

図 11．回答者年齢と臭気環境改善行動の関係
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用する居住者よりも効果があるという申告が多かった．窓開
け，換気扇や機械換気システムの使用状況については効果
の感じ方に差はみられなかった．掃除については，「頻繁に
掃除をする」「気になるときは洗剤を使って掃除をする」で
効果があるという申告が多かった．一方，芳香消臭剤につ
いては「頻繁にスプレー型芳香消臭剤を使用」で効果があ
るという申告がみられたが，効果がない側の回答が他に比
べて多かった．また，表 7 や図 10 より，芳香消臭剤を使用
する住宅の臭気強度は使用していない住宅より有意に高く，
香りの付加の影響も考えられたが，臭気環境改善の効果に
ついて居住者自身による主観的な評価であったことから，今
後，換気扇稼動や窓開放などの他項目も含めて客観的な方
法で更に検討を進める必要があると考える．
　また，図 12 より，換気扇稼動や窓開放を実施している居
住者の約 8 割が「どちらかというと効果がある」～「とても
効果がある」という申告をし，居住者は室内で臭気が発生し
たときなどの一時的な臭気対策として効果があると申告した
と考えられる．図 10 より，換気扇稼動頻度が低い場合に臭
気強度が高くなることが示唆されたが，他にも影響を及ぼす
要因が多くあるため，表 7 では換気扇稼動や窓開放頻度の

高い住宅と低い住宅での臭気強度の有意差は認められなか
った．また，頻繁に掃除をすることや洗剤の使用についても
室内臭気の軽減にも効果があると申告する居住者が多くみら
れた．

4．まとめ
　本報では，調理臭の発生状況や調理時の換気行動につい
て報告した第 1 報に引き続き，居間における臭気環境およ
び換気や臭気環境の改善行動の実態とその効果を明らかに
することを目的に検討を行った．
　北陸地域と関西地域で調査を行ったところ，両地域とも
居間では，嗅覚疲労の影響も考えられるが全体の 7 ～ 8 割
の住宅で日常的に臭気を感じ，3 ～ 4 割が不快に感じてい
た．冬期においては北陸地域の平均臭気強度が有意に高か
った．
　居間で感じる臭いの種類としては両地域とも調理残臭が
最も多く，室内臭形成へ影響が大きいと考えられた．また，
臭気の種類と室内で感じる臭気強度，不快度の関係より，カ
ビ臭，ごみ臭，タバコ臭は室内で感じる臭気強度は調理残
臭より小さいものの不快度の高い臭気であった．　

図 12．臭気環境改善行動とその効果
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　両地域合わせた結果より，居間の臭気強度に影響を及ぼ
す因子について検討を行ったところ，食事室 - 居間での調
理などの臭気発生源の持込，換気扇の稼動や掃除頻度（掃
除時の窓開放も影響していると考えられる）などの換気状況，
洗濯物の室内干しや開放型暖房器具の使用など日常的な生
活行動の順に臭気強度に及ぼす影響が大きいことが示され
た．室内臭気環境の改善方法としては，芳香消臭脱臭剤や
空気清浄機の使用率も増加しており，室内の臭気に対する
関心が高まったことによる変化がみられた．本調査では臭気
環境改善行動の効果については，居住者自身の主観的な評
価結果を示し，換気扇稼動や窓開放を中心に効果を感じて
いる居住者が多いことを示したが，より客観的な方法で検討
を進める必要があると考える．
　また，夏期においてはエアコン使用頻度が関西地域で高く，
窓開放頻度は北陸地域で高いなど換気量が異なることが考
えられたが，居間の平均臭気強度は有意差が得られなかっ
た．冬期には，居間の平均臭気強度に地域による差がみられ，
洗濯物の室内干し頻度などの住まい方に違いが影響したこと
が考えられたが，住宅の気密性能や換気量と居間の臭気強
度との関係性は本報では明らかにすることができなかった．
本報では，居住者の属性や生活行動と臭気強度との関係に
ついては，回答者数の不足から地域別の検討を行わなかっ
たが，今後，他の地域を含めて換気行動や室内臭気環境の
地域による違いを検討するとともに住宅の気密性能と室内臭
気強度の関係について引き続き検討を進めたいと考える．

　本調査にご協力いただきました皆様に感謝の意を表しま
す．また，本研究をまとめるにあたり塩谷奈緒子さん（当時
新潟大学大学院）の協力を得ました．ここに記して深謝いた
します．なお，本研究の一部は財団法人トステム建材産業
振興財団平成 20 年度研究助成金を得て行われました．
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注 1）  においを表す用語について，「室内の臭気に関する対策・
維持管理規準・同解説」（日本建築学会）を参考に本報
では住宅内の居住者にとって不快となりうるにおいを取り
上げていること，においの種類や原因について言及して
いることから「臭気」「臭い」を主に用いた．居住者の好
みのにおいについては「香り」を，アンケート調査の中
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や参考文献の表記に倣い「におい」「ニオイ」を用いた
箇所もある．

注 2）  本研究は，住宅における空気環境と居住者の換気行動の
実態把握を目的とし，第 1 報では調理時に発生する臭気

と換気行動の実態把握を行った．第 2 報では調理時以外
の住宅内の臭気環境として，居間の臭気環境の実態把握
と，居間の臭気環境に影響を及ぼす因子を検討する．




